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脳では,上丘 ･動眼神経核 ･滑車神経核 ･赤核 ･異質のニューロンにBDNトLIが認められ,下丘には
細胞体と突起近位部がdot状に強く染色されるニューロンが散在していた｡橋では,脳神経諸核と橋核 ･
網様核 ･青斑核 ･縫線核 ･台形体核 ･外側毛帯核 ･上オリーブ核のニューロンに染色性が認められた｡延




















･海馬 ･喚球 ･線条体 ･前脳基底部 ･視床下部 ･脳幹 ･小脳のニューロンの細胞体が染色され,ニューロ
ピルには線条体のpencil丘berを含む多数の陽性神経線維が認められた｡この所見はBDNFがラット脳に
おいて広汎に栄養因子として機能しており,一部のニューロンでは軸索輸送されている可能性を示唆する｡
以上の結果はBDNFの中枢神経系における役割の解明に貢献し,ヒトの変性疾患の治療開発に寄与す
る｡
従って本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお本学位授与申請者は平成9年1月24日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認めら
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れたものである｡
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